
参加国

･地域数 人数 金 銀 銅 総数
メダルランキン

グ
人数 金 銀 銅 総数

メダルランキ
ング

1960 1 ローマ（イタリア） リハスポーツ 17 401 0 0 0 0 0 ー 0 0 0 0 0 ー

1964 2 東　京（日本） 19 379 53 1 5 4 10 13 6 0 1 1 2 11 20%

1968 3 テルアビブ（イスラエル） 28 741 37 2 2 9 13 16 6 1 0 1 2 15 15.4%

1972 4 ハイデルベルグ（西ドイツ） 43 1,000 25 4 5 3 12 15 1 0 0 0 0 ー

1976 5 トロント（カナダ） 32 1,180 37 11 9 4 24 15 8 0 0 0 0 ー

1980 6 アーネム（オランダ） 競技スポーツ 42 1,974 37 9 11 7 27 16 6 0 0 3 3 24 11.1%

ニューヨーク（アメリカ） 53 1,001 17 3 2 5 10

アイレスベリー（イギリス） 41 1,101 35 6 5 3 14

1988 8 ソウル（大韓民国） 61 3,054 141 16 12 17 45 14 37 0 0 2 2 25 4.4%

1992 9 バルセロナ（スペイン） エリートスポーツ 83 3,085 75 8 7 15 30 16 10 0 2 4 6 24 20%

1996 10 アトランタ（アメリカ） 103 3,311 81 14 10 13 37 10 7 5 3 4 12 12 40%

2000 11 シドニー（オーストラリア） 123 3,825 151 13 17 11 41 12 17 9 5 1 15 8 36.5%

2004 12 アテネ（ギリシャ） 136 3,837 163 17 15 20 52 10 24 8 6 9 23 7 44.2%

2008 13 北　京（中国） 146 4,000 162 5 14 8 27 17 18 1 2 2 5 21 18.5%

2012 14 ロンドン（イギリス） 164 4,237 135 5 5 6 16 24 16 2 2 4 8 17 50%

2016 15 リオデジョネイロ（ブラジル） 159 4,350 132 0 10 14 24 64 19 0 2 5 7 24 29.1%

2020 16 東京（日本） 162 4,400 262 13 15 23 51 11 27 3 7 3 13 13 25.5%

パラリンピックメダル数ー⽇本全体と⽔泳競技（IPCパラリンピックWeｂ資料、⽇本参加報告書等から作成）

第2期

第3期

日本のメダルに対
する水泳の比率

8.3%7 0 0 2

開催年 回 パラリンピック開催都市･国

IPC設立以前第1期

1984 7

競技の発展

IPC設立（１９８９）

超エリートスポーツ IOCとIPCとの合意

*競技の発展の分類については、JPC中森氏の分類による。IPCの設立が1989年であることから、1992年バルセロナ大会からがエリートスポーツではないかと言う意見もあるが、五輪会場を使って開催された1988年のソウル大会での諸外国の状況からの整理である。

参加選手数

日本選手団 水泳競技

22 282


